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１．バリアフリー基本構想について
１．１ バリアフリーマスタープラン（昨年度策定）について
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（１）大館市バリアフリーマスタープランの位置付け

上位計画
の内容の反映

バリアフリーまちづくり計画
●バリアフリーマスタープラン（令和２年度）
●バリアフリー基本構想（令和３年度）

土地利用に関する計画

「立地適正化計画」
「歴史的風致維持向上計画」

移動に関する計画

「地域公共交通網形成計画」

福祉に関する計画

「地域福祉計画」
「子ども、子育て支援事業計画」
「住生活基本計画」

地域活性化に関する計画

「観光基本計画」

その他

各計画の目標、
施策、区域、
制度等との連携

高齢者、障害者等の移動等の円滑化
の促進に関する法律
（バリアフリー法）

根拠法令

「秋田県バリアフリー社会の形成に関する条例」

「大館市総合計画、大館市総合戦略」

「都市計画マスタープラン」

関連するまちづくり計画
上位計画

昨年度は、上位計画や関連するまちづくり計画を踏まえたバリアフリーに関するまちづくりの方針として
バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）を策定した。



１．バリアフリー基本構想について
（２）移動等円滑化の目標と基本方針
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１）基本理念

２）移動等円滑化の目標と基本方針

大館市では、今後も高齢化が見込まれておりバリアフリーのニーズはさらに高まります。特に、自動車への
依存度の高い本市において、車を運転できない高齢者や学生等の外出を促進し、地域での活動を下支えす
るための移動のバリアフリー化が重要になります。
そのような環境下で地域の活力を維持・向上するためには、大館市の歴史や文化等の魅力の強化や、都
市機能を効率化するための適切な施設配置、地区間の連携を強化する移動支援が求められます。
また、令和２年1２月に大館市が「共生社会ホストタウン」として国の承認を受けたことから、「心のバリアフ
リー※」の浸透など、共生社会の実現に向けた取り組みを進めています。
そこで、高齢者や障害者、学生など大館市に関わる多様な方々が安全・安心に外出し快適に暮らすことが
でき、さらに市民が活き活きと交流・活躍できるような大館市となることを目指します。

移動等円滑化の目標（キーワード）

誰もが、安全・安心・快適に暮らし、活き活きと地域とつながり、支え合う
共生のまち大館

基本方針
 官民連携による利用者目線でのバリアフリーの実現
 市民、事業者、行政の連携による、ハード・ソフト両輪での暮らしやすい環境づくり
 未来を担う若者も巻き込んだ、心のバリアフリー
 継続的なバリアフリー化の評価と改善によるスパイラルアップ

※心のバリアフリーとは、様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深めようとコミュニケーションをとり、支え合うこと
で、「障害の社会モデル」を理解すること、差別を行わないよう徹底すること、困難や痛みを想像し共感する力を培うこととされています。
（「ユニバーサルデザイン2020行動計画」より）



１．バリアフリー基本構想について
（３）マスタープランにおける移動等円滑化促進地区の設定
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・効果的なバリアフリーの推進にあたり、地域の拠点となるエリアを移動等円滑化促進地区として設定。

・具体的には、人口分布状況、駅等の拠点施設の利用者数、まちづくりにおける地区の位置づけの観点から、
移動等円滑化の促進を図る地区として4地区を抽出した。

まちづくりにおける地区の位置づけまちづくりにおける地区の位置づけ

 「立地適正化計画」における中心拠点の①大館駅周辺地区、②大
館市役所周辺地区、中核拠点の③扇田（比内）地区、④早口（田
代）地区を移動等円滑化促進地区とした

 各地区の拠点施設（駅や支所等）を中心とした徒歩圏内（500m～
1kmの範囲）を目安に、施設の配置状況や利用実態を踏まえ地区
の設定を行った

《移動等円滑化促進地区の設定の考え方》

人口の分布状況人口の分布状況

▲目指すべき都市の骨格構造図

（田代地区）

（比内地区）

※扇田駅は2002年以降のデータ公表なし。
出典：JR東日本ホームページ

▼主要駅の日平均乗降人員

駅等の拠点施設の利用者数駅等の拠点施設の利用者数

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

大館 2,132 2,124 2,220 2,058
早口 322 262 288 230
東大館 810 448 422 382
扇田 254 - - -

▲移動等円滑化促進地区の位置図
出典：大館市都市再興基本計画
（都市計画マスタープラン、立地適正化計画）



１．バリアフリー基本構想について
（４）移動等円滑化促進地区における移動等円滑化の取り組み
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1)取り組みの基本方針

移動等円滑化促進地区における取り組みについて各
基本方針を定めた。
また、地区外においても各種事業に伴いバリアフリー
の取り組みを行うことで、市全体でのまちづくりを進める。

【取り組みの基本方針】
・地区全体の方針 ・公共交通の方針
・道路の方針 ・建築物の方針

2)心のバリアフリーの取り組み

心のバリアフリーを推進するため、行政を中心として事
業者や市民と協働で、理解を深めるための啓発・広報活
動や、行動につなげるための教育活動に取り組む。

3)バリアフリー化推進に向けた制度

・市の届出制度
・秋田県の障害者等用駐車区画利用制度

今後、マスタープランの目標を実現するため、次の
とおり実施する。

①大館市バリアフリーまちづくり推進協議会の開催

③バリアフリーの推進に向けた取り組み

大館市バリアフリーまちづくり推進協議会での情報共有や協議
を図り、まち全体で移動等円滑化に向けた取り組みを推進する。

②バリアフリー基本構想及び特定事業計画の策定

令和３年度は、より重点的・一体的にバリアフリー化を推進す
る地区や施設、経路を設定するとともに、具体的な事業計画等
を策定することで確実なバリアフリー化の実現を目指す。

・詳細な地域ニーズ・課題の把握
・バリアフリー化に対する各種支援事業等の検討
・住民一人一人が支え合う地域づくり

④今後の事業の流れ

⑤マスタープランの評価・見直し

大館市バリアフリーまちづくり推進
協議会において、取り組みの進捗管
理や課題の洗い出し等の状況の共有
と課題に対する改善策の検討をし、
概ね５年ごとにマスタープランの見直
しを行う。

4)バリアフリーの推進に向けて



１．バリアフリー基本構想について

１．２ バリアフリー基本構想の概要
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マスタープラン（移動等円滑化促進方針）と基本構想の位置づけは以下のとおりである。

▲マスタープラン・基本構想のイメージ図

○マスタープラン（移動等円滑化促進方針）

・旅客施設を中心とした地区や、高齢者、障害者等
が利用する施設が集まった地区（移動等円滑化促
進地区）において、面的・一体的なバリアフリー化
の方針を示すもの。

・広くバリアフリーについて考え方を共有し、基本的
な構想であるバリアフリー基本構想の作成に繋げ
ていくことをねらいとしたもの。

○バリアフリー基本構想

・バリアフリー法に基づき、駅を中心とした地区や、
高齢者・障害者などが利用する施設が集まった地
区（重点整備地区）において、駅・道路・建物など
のバリアフリー化を重点的かつ一体的に推進する
ために市町村が作成する基本的な構想。

⇒施設の境界等でバリアフリー整備が不連続にな
らないよう協議会等により施設管理者相互の連
携・調整を行い面的・一体的なバリアフリー化が図
られる。

⇒移動等円滑化基準への適合義務が課されない
既存の施設等について、基本構想に特定事業とし
て定めることで、特定事業を実施する者に、特定
事業計画の作成とこれに基づく事業の実施義務
が課せられ、バリアフリー化が図られる。



１．バリアフリー基本構想について 8

○基本構想作成の効果

出典：移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドラインの改訂について（国土交通省）



１．バリアフリー基本構想について 9

○基本構想に明示すべき事項
基本構想に明示すべき事項、考え方について下表に示す。
また、各ポイントについての他自治体での設定例を次頁以降に示す。

※1，４，７は任意記載事項

基本構想

大項目 中項目

1 重点整備地区における移動等円滑化に

関する基本的な方針

①基本構想の位置づけ

② 構想期間

③ 基本構想を作成する背景・理由

④ 重点整備地区の特性

⑤ 地区特性を踏まえた移動等円滑化の基本的な考え方、事業の目標年次

2 重点整備地区の位置及び区域

3 生活関連施設及び生活関連経路並びにこれらにおける移動等円滑化に関する事項

4 市町村が行う移動等円滑化に関する情報の収集、整理及び提供に関する事項

5 実施すべき特定事業その他の事業に関する事項

6 その他の事項 ① 5と併せて実施する市街地開発事業において移動等円滑化のために考慮す

べき事項

② 自動車等の駐車施設の整備等、移動等円滑化に資する市街地の整備

③ その他重点整備地区における移動等円滑化のために必要な事項

7 基本構想の評価に関する事項

ポイント①

ポイント②

ポイント③



１．バリアフリー基本構想について 10

ポイント① 重点整備地区について
・通常徒歩で移動がなされる範囲について、生活関連施設・経路のバリアフリー化の事業を重点的・一体的
に行うことが総合的な都市機能の増進を図る上で有効な地区。

▲重点整備地区の設定例

出典：北山形駅周辺地区バリアフリー基本構想



ポイント② 特定事業について
・基本構想における生活関連施設、生活関連経路、特定車両等のバリアフリー化を具体化するための事業。
・基本構想で特定事業を定めた場合、その特定事業を実施するものには特定事業計画の作成とこれに基づく
事業実施の義務が課せられる。 〈特定事業イメージ〉

（出典：移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドラインの改訂について（国土交通省））

１．バリアフリー基本構想について 11

▲特定事業の策定例 ▲ 特定事業の策定例

出典：茅ヶ崎市バリアフリー基本構想
出典：長崎市第2期バリアフリーマスタープラン・基本構想（素案）（画像編集）



１．バリアフリー基本構想について 12

ポイント③ その他の事項について
・施設整備（ハード面）だけではなく高齢者、障害者等の特性を理解し支えあう「心のバリアフリー」が重要である。
・その他、新たなシステムや先進技術を活用した移動等円滑化の取組みなども考えられる。

出典：2040、道路の景色が変わる
～人々の幸せにつながる道路～（国土交通省）

▲先進技術を活用したモビリティサービスのイメージ

出典：長崎市第2期バリアフリーマスタープラン・基本構想（素案）
長崎市公式観光サイトあっ！とながさき

▲心のバリアフリーに関する取り組み事例（観光客に対するバリアフリーモデルコースの紹介）



２．重点整備地区について 13

①移動等円滑化促進地区の中から、不特定かつ多数の人が利用する施設、経路の範囲を「特に整備優先度

が高いエリア」として抽出する。

⇒ヒアリング・アンケートにより不特定かつ多数の人が利用する施設、経路の絞り込み：駅・役所等の日常的に様々な人が

利用する箇所を絞り込む。

▲人口分布状況

※扇田駅は2002年以降のデータ公表なし。
出典：JR東日本ホームページ

▼主要駅の日平均乗降人員

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

大館 2,132 2,124 2,220 2,058
早口 322 262 288 230
東大館 810 448 422 382
扇田 254 - - -

②不特定かつ多数の人が利用する施設、経路の範囲のうち、バリアフリー事業の実現性の高い地区を

重点整備地区に設定する。

③重点整備地区に位置づけない地区についても、地区内で日常的に不特定かつ多数の人が利用する施設、

経路の範囲を抽出し、モデル地区として指定。並行して事業の検討を行う。

※重点整備地区やモデル地区における施設及び移動経路の設定にあたっては、大館市の地域性を勘案し、

徒歩に限らず公共交通等での移動の担保も考慮。

（１）抽出の考え方

２．１ 大館市における重点整備地区の抽出の考え方

出典： H27センサス



２．重点整備地区について 14

移動等円滑化促進地区

バリアフリー化のニーズが高い生活関連施設の抽出

バリアフリー化のニーズが高い生活関連経路の抽出

バリアフリー化に向けて
バリアフリー事業の検討を進める

重点整備地区 モデル地区

【地区内で特に整備優先度が高いエリア】
・日常的に不特定かつ多数の人が利用する
施設・経路の範囲
⇒データや利用者の声により抽出

・人口の分布状況
・駅等の拠点施設の利用者数

・まちづくりにおける地区の位置付け
（中心地区・中核地区）

大館市全体

事業の実施予定

（２）抽出フロー

目標年次を設定し
バリアフリー事業の実施を推進する
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問題点・課題

整備方針
⇒徒歩での移動を主眼としつつ
面的・一体的に整備する

面的・一体的なバリアフリー事業の推進

特定事業 その他の事業

問題点・課題

整備方針
⇒施設間の移動を担保する

モデル事業

重点整備地区
（バリアフリー事業計画を作成し実施）

モデル地区
（バリアフリー事業の検討）

面的・一体的なバリアフリー事業の検討

【各地区の考え方】
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２．２ 重点整備地区・モデル地区の抽出に向けたアンケート・ヒアリング調査

（２）調査概要

○調査方法・調査対象者

【アンケート調査】

・障害手帳所持の身体・精神障害者800/5000人が
対象
・大館市福祉課障害福祉係主導でアンケートを配布

【ヒアリング調査】

・高齢者、障害者、子育て支援団体が対象
…大館市老人クラブ連合会（協議会構成員）
…障害者支援団体
（大館圏域ふくし会）（協議会構成員）
…大館市障害者自立・差別解消支援協議会
（昨年度まち歩き点検に参加）
…子育て支援団体
（大館de子育て）（協議会構成員）

・実施時期は7月～8月

No 対象者 調査方法 設問

1 身体障害者
・肢体不自由
・視覚障害
・聴覚障害

精神障害者
・知的・精神・
発達障害

・アンケート
…障害手帳
所持の身
体障害者
800人

・ヒアリング
…障害者支
援団体

…大館市障
害者自
立・差別
解消支援
協議会

【アンケート】
❏よく利用する施設や路線
❏移動・施設利用の際の障害

【ヒアリング】
❏よく利用する施設や路線
…地図上に具体的に図示する
❏移動等をする場合にバリアフ
リー化してほしい事項

…地図上に具体的に図示する

2 高齢者 ・ヒアリング
…大館市老
人クラブ
連合会

❏よく利用する施設や路線
…地図上に具体的に図示する
❏移動等をする場合にバリアフ
リー化してほしい事項

…地図上に具体的に図示する

3 妊産婦・子供
連れ

・ヒアリング
…子育て支
援団体

❏よく利用する施設や路線
…地図上に具体的に図示する
❏移動等をする場合にバリアフ
リー化してほしい事項

…地図上に具体的に図示する

○調査項目

（１）調査目的

重点整備地区・モデル地区の抽出にあたり、利用頻度が高い施設や、バリアフリー化が望まれる箇所や事項を把
握するため、アンケート・ヒアリング調査を実施する。



（３）ヒアリング調査結果（速報）
・よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所（大館駅周辺地区）

２．重点整備地区について 17

JR大館駅

大館記念病院

いとく大館ショッピングセンター

【大館駅周辺】
・信号機が少なく横断しにくい
ため増設してほしい
・歩道の段差が多い
・舗装が悪い

【いとく前】
・ いとくまで徒歩で向かう人が
多いが歩道の整備に時間が
掛かっている

【大館駅前周辺】
・自動車の免許を持っていない
方が多いため
徒歩で移動する

【大館駅】
・ 自家用車やバス、徒歩で利用する人が
多い
・ 大館駅から徒歩で駅前やいとく等に
移動することが多い

【いとく大館ショッピングセンター】
・ 数人でマイクロバスで買物
する際に専用の駐車場が無い
バスを置いておけるスペースが欲しい

▲よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所のヒアリング結果（大館駅周辺地区）

【大館記念病院】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【ハローワーク・職業安定所】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【障害者の方の利用状況】
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JR大館駅

大館記念病院

いとく大館ショッピングセンター

【スーパー】
・いとく大館SC・マルホンカウ
ボーイ大館店・いしごう商店を
よく利用する

【観光施設等】
・観光交流施設「秋田犬の里」
をよく利用する

【郵便局・銀行】
・秋田銀行・大館駅前郵便局・
北都銀行・秋田県信用組合を
よく利用する

【高齢者福祉施設等】
・北地区コミュニティセンター・
有浦児童会館をよく利用する

▲よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所のヒアリング結果（大館駅周辺地区）

【医療施設】
・大館記念病院をよく
利用する

【高齢者の方の利用状況】
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・よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所（大館市役所周辺地区）

▲よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所のヒアリング結果（大館市役所周辺地区）

市立総合病院

JR東大館駅

いとく（大館東店）

大館市役所
新庁舎

大館市役所三ノ丸庁舎

【桂城公園】
・ 園内の道路が整備されていないため
車いすの方が利用できない
・園内にバリアフリートイレが設置されて
いない

【市立総合病院周辺】
・徒歩で病院に向かう方が多い
が、歩道に点字ブロックが無い
所がある
・また舗装が悪く凹凸が多い
所がある

【市役所～市立総合病院】
・ 建物から車が出るところが多く、歩道に
傾斜をつけて車が出やすくなっている
箇所が多いため車いすの方が通りにくい

【東大館駅】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【いとく（大館東店）】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【泉町地域ふくしセンター】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【大館市総合福祉センター】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【ケアセンター一心堂】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【障害者の方の利用状況】
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▲よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所のヒアリング結果（大館市役所周辺地区）

市立総合病院

JR東大館駅

いとく（大館東店）

大館市役所
新庁舎

大館市役所三ノ丸庁舎

【市役所等】
・大館市役所新庁舎をよく利用する

【医療施設】
・市立総合病院をよく利用する

【郵便局・銀行】
・みちのく銀行・青森銀行・秋田
銀行・北都銀行・秋田県信用
組合・大館郵便局をよく利用
する

【スーパー】
・いとく（大館東店）をよく利用する

【観光施設等】
・石田ローズガーデンをよく
利用する

【高齢者の方の利用状況】
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JR扇田駅
いとく（比内店）

市立扇田病院

道の駅ひない

大館市役所
比内総合支所

JR早口駅

大館市役所田代総合支所

ビッグマート（バイパス店）

▲よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所のヒアリング結果
（扇田地区）

▲よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所のヒアリング結果
（早口地区）

【ビッグマート（バイパス店）】
・ 早口地区近辺に在住の方が
バスや家族の車で利用される
ことが多い

【早口駅前】
・ バスが通っているが歩道が
無くバス停から車いすで乗る
ことが困難
・ 早口駅前で催し物が行われ
ている時によく利用する

【早口地区】
・ 歩道が無く点字ブロックが
ほとんど無いため通行に支障
がある

【市立扇田病院】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【比内福祉保健総合センター
ハートヒルとっと】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【JR扇田駅】【いとく（比内店）】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【大館市役所比内総合支所】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

【大館市役所田代総合支所】
・自家用車、バス、徒歩での
利用が多い

・よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所（扇田地区・早口地区）

【障害者の方の利用状況】



２．重点整備地区について 22

JR扇田駅
いとく（比内店）

市立
扇田病院

道の駅ひない

大館市役所比内総合支所

ビッグマート（バイパス店）

大館市役所田代総合支所

JR早口駅

▲よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所のヒアリング結果
（扇田地区）

▲よく利用する施設、場所や整備が望ましい箇所のヒアリング結果
（早口地区）

【郵便局・銀行】
・早口郵便局・秋田県信用
組合・JAあきた北・秋田銀行
（ATM）をよく利用する

【スーパー】
・ビッグマート（バイパ
ス店）をよく利用する

【運動施設】
・市立田代公民館附属
体育館をよく利用する

【図書館・公民館等】
・市立田代図書館・市立田代公民
館・市立田代公民館早口一分
館をよく利用する

【郵便局・銀行】
・JAあきた北・比内郵便
局・秋田銀行・秋田県
信用組合をよく利用する

【高齢者福祉施設等】
・比内児童館、比内福祉保健総合センター
ハート ヒルとっと・大館市地域包括支援
センターひないをよく利用する

【図書館・公民館等】
・市立比内図書館・
市立比内公民館を
よく利用する

【スーパー】
・いとく（比内店）・マルホンカウ
ボーイベル比内店をよく利用する 【医療施設】

・市立扇田病院をよく
利用する

【市役所等】
・大館市役所比内総合支所
をよく利用する

【観光施設・神社等】
・道の駅ひない・比内温泉比内のゆ・
扇田神明社をよく利用する

【運動施設】
・市立比内体育館
をよく利用する

【高齢者の方の利用状況】
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・その他の意見

・歩道の幅が狭かったり、舗装の悪い箇所や段差が多く、身体障害者の方の通行が難しい所が多い。

・歩道が無い箇所にバス停が多く、ノンステップバスでも車いすでの乗車が難しい。

・いとく大館ショッピングセンター以外のバス停の屋根が無い。障害者の方はバスで移動することが多いため、雨天時の移動が困難。

・健常者が車いすスペースに停めてしまうため駐車できないことがある。

・建物内のエレベータ・手すりの設置、バリアフリートイレの設置、出入口・通路の拡幅をしてほしい。案内（絵・マーク）についてもより

分かりやすくしてほしい。

・市民の方に障害を知ってもらうための啓蒙活動をしてほしい。

・オリンピック、パラリンピックというきっかけに関わらず、普段からバリアフリー化についての検討の場を設けることが大事である。

【障害者の方】

【高齢者の方】

・駅についてホームドアやエレベータの設置、案内サインの充実をさせてほしい。

・ノンステップバスの導入を進めてほしい。

・歩道について、点字ブロックや通行経路の案内標識の設置、段差・傾斜の解消、冬期の堆雪の除去をしてほしい。

・建物内へのエレベータや階段の手すり設置、バリアフリートイレの整備をしてほしい。

案内（絵・マーク）について分かりやすくしてほしい。

・障害に関するマークや運転標識等に関する広報や啓蒙活動を実施してほしい。

・普段から補助が必要な高齢者への市民の理解と関心が高まるようお知らせやイベントを行ってほしい。

・障害者や高齢者等を手助けするボランティアを育成してほしい。

・窓口対応や人的サポートを行う事業者や職員等に、研修などで適切な対応方法を学んでほしい。



▲大館駅周辺地区内の事業箇所
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（１）大館駅周辺地区内の事業箇所

２．３ 各地区における事業箇所

No 事業名 事業主体

① 秋田7号電線共同溝（有浦地区） 国交省

② 地方道路交付金事業（雪寒） 国交省

③ 無電柱化推進計画事業 秋田県

④ （仮称）大館市無電柱化推進計画事業 大館市

⑤ 市道大館駅東大館線道路補修工事 大館市

⑥ 土地区画整理事業（御成町南地区） 大館市

⑦ 大館市観光交流施設整備事業 大館市

⑧ JR大館駅周辺整備事業 大館市

JR大館駅

大館記念病院

④

⑥

いとく大館
ショッピング
センター

①

⑤

②
③

⑦

移動等円滑化促進地域

事業箇所

⑧
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移動等円滑化促進地域

事業箇所

▲大館市役所周辺地区内の事業箇所

（２）大館市役所周辺地区内の事業箇所

JR東大館駅

いとく
（大館東店）

大館市役所
新庁舎大館市役所

三ノ丸庁舎

No 事業名 事業主体

① 秋田7号電線共同溝（長倉地区） 国交省

② 秋田7号電線共同溝（桂城地区） 国交省

③ 秋田７号電線共同溝（豊町地区） 国交省

④ 大館市本庁舎前道路改良事業 大館市

⑤ 市道大館駅東大館線道路補修工事 大館市

⑥ 桂城公園（大館城本丸跡）修景整備事業 大館市

⑦ 道路美装化整備事業（八幡地区） 大館市

⑧ 道路美装化整備事業（寺町地区） 大館市

⑨ 道路美装化整備事業（幸町地区） 大館市

⑩ 道路美装化整備事業（三ノ丸地区） 大館市

⑪ 道路美装化整備事業（神明地区） 大館市

⑫ 無電柱化整備 大館市

⑬ 大館神明社保存補修事業 大館市

⑭ 三ノ丸周辺歴史的資源拠点整備事業 大館市

⑮ 大館神明社周辺環境整備事業 大館市

⑯ トイレ改修工事（休日夜間急患センター） 大館市

⑰ 石田ローズガーデン改修工事 大館市

⑱ 大館市本庁舎建設工事 大館市

⑲ 大館市本庁舎建設工事（2期） 大館市

⑳ 大館市本庁舎サイン工事 大館市

市立総合病院

④

②

③ ①

⑤

⑦

⑧
⑨

⑪

⑫

⑥

⑬⑮

⑩ ⑰
⑯

⑭

⑱⑲⑳
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事業名

障害者の地域交流およびスポーツ活動参加の環境づくり

地域生活支援事業（障害者に対する差別解消の普及啓発活動）

障害者等用駐車区画利用制度

地域生活支援事業（生活訓練や社会適応訓練等の実施）

地域生活支援事業（朗読ボランティア・手話通訳者等の養成）

ハチ公スノーレンジャー

介護保険事業（要支援又は要介護者の住宅の段差解消）

介護保険事業
（福祉用具の賃与や購入費及び補装具購入費の補助）

地域ふれあい除雪支援事業

認知症あんしんサポート事業所認定事業

移送サービス事業

認知症サポーター養成事業

高齢者バス券交付事業

成年後見制度利用促進体制整備事業

子育てボランティアの活用

大館市商業活性化総合支援事業

事業名

都市間交流事業の開催（はちくんオープン）

ボッチャ教室

障害者の疑似体験など（各小学校）

リードスピーカーの導入

声の広報、点字広報の発行

住宅リフォーム支援事業（バリアフリー改修）

（仮）企業版バリアフリー支援事業

低床小型バス導入支援事業

（３）ソフト事業【市全域】
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▲重点整備地区の設定イメージ（大館駅周辺地区）

（１）大館駅周辺地区内における重点整備地区の設定イメージ

２．４ 重点整備地区の設定イメージ

※歩行者交通量出典： 2020年度大館市内通行量調査

施設区分 施設種類

旅客施設 JR大館駅

主要な

保健・医療・
福祉施設

大館記念病院

大型
商業施設

いとく大館ショッピングセンター

▲日常的に不特定かつ多数の人が利用する施設（案）

（ヒアリング・アンケート調査により確認・精査予定）

移動等円滑化促進地区

重点整備地区の設定イメージ

歩行者交通量（人/7h）※

事業箇所

両側歩道整備
片側のみ歩道整備

平日：188
休日：125
平日：194
休日：179

平日：132
休日：170

平日：193
休日：236

JR大館駅

1日平均患者数(2018年)：
194.7人

乗降者数(2018年度)：
1,834人

大館記念病院

いとく大館ショッピングセンター
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▲重点整備地区の設定イメージ（大館市役所周辺地区）

（２）大館市役所周辺地区内における重点整備地区の設定イメージ

※歩行者交通量出典： 2020年度大館市内通行量調査

移動等円滑化促進地区

重点整備地区の設定イメージ

歩行者交通量（人/7h）※

事業箇所

両側歩道整備
片側のみ歩道整備

施設区分 施設種類

旅客施設 JR東大館駅

官公庁 大館市役所三ノ丸庁舎・新庁舎

主要な

保健・医療・
福祉施設

市立総合病院

▲日常的に不特定かつ多数の人が利用する施設（案）

（ヒアリング・アンケート調査により確認・精査予定）

乗降者数(2018年度)：446人

1日平均患者数
(2020年)：1145.9人

市立総合病院

JR東大館駅

いとく（大館東店）

大館市役所
新庁舎

大館市役所三ノ丸庁舎

平日：133
休日： 87

平日：138
休日：89
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２．５ モデル地区の設定イメージ
重点整備地区に位置づけない扇田地区、早口地区についても、地区内で不特定かつ多数の人が利用する施設、

経路の範囲を抽出し、モデル地区として指定。並行して事業の検討を行う。

●モデル地区の設定イメージ（扇田地区）

・地域拠点の大館市役所比内総合支所を中心に、徒歩等での利用者が多いと想定される「道の駅ひない」や「比

内福祉保健総合センターハートヒルとっと」までの経路は、歩道による徒歩等での移動を担保。

・市立扇田病院や扇田駅については、路線バスや送迎バスによる移動も含めて移動を担保。

▲扇田地区 生活関連施設配置状況等

施設区分 施設種類

旅客施設 JR扇田駅

官公庁 大館市役所比内総合支所

主要な

保健・医療・
福祉施設

市立扇田病院

その他施設 道の駅ひない

▲日常的に不特定かつ多数の人が利用する施設（案）

（ヒアリング・アンケート調査により確認・精査予定）

移動等円滑化促進地区

歩行者交通量（人/12h）※

両側歩道整備 バス路線
片側のみ歩道整備 バス停

※歩行者交通量出典：H22センサス

入込客数(2019年)：119,696人

1日平均患者数(2020年)：
175.3人

平日：42人
(12h)

JR扇田駅 いとく（比内店）

市立扇田病院

道の駅ひない

大館市役所
比内総合支所
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▲早口地区 生活関連施設配置状況等

●モデル地区の設定イメージ（早口地区）

・地域拠点の大館市役所田代総合支所を中心に、徒歩等での利用者が多いと想定される早口駅周辺までの経路

において、歩道による徒歩等での移動を担保。

・地域拠点までの移動は、徒歩や路線バス等により担保。

施設区分 施設種類

旅客施設 JR早口駅

官公庁 大館市役所田代総合支所

▲日常的に不特定かつ多数の人が利用する施設（案）

（ヒアリング・アンケート調査により確認・精査予定）

JR早口駅

ビッグマート（バイパス店）

大館市役所田代総合支所

移動等円滑化促進地区

両側歩道整備 バス路線
片側のみ歩道整備 バス停
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バリアフリー基本構想（Ｒ３：今年度）

協議会①
（8月17日）
・重点整備地区
の設定

協議会②
（10月予定）
・特定事業の検討

・その他の事項の
検討

協議会③
（12月予定）
・基本構想（案）に
対する意見交換

協議会④
（3月予定）
・基本構想公表に
向けた意見交換

実
施
内
容

協
議
会
内
容

R3.6～R3.8 R3.9～R3.10 R3.11～R4.1 R4.2～3

・施設配置や道路整

備状況等の整理

・移動等円滑化促進

地区内で整備の優

先順位が高い範囲

を抽出

・アンケート、ヒアリン

グによるニーズ調査

・まち歩き点検の実施

・重点整備地区内の施設・経路の抽出
・特定事業の検討
・特定事業の関連事業者へのヒアリング
・基本構想（案）の作成

・基本構想（案）の修正

・基本構想の策定

・特定事業では対応
できない移動等円
滑化に係る課題等
について

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

３．１ 今後の検討の流れ

特定事業計画
の策定・事業の
実施（Ｒ４～）

基
本
構
想
の
公
表

協議会
（開催予定）

・事業の進捗状況

・バリアフリーに関
する情報共有

・特定事業計画の
策定

・特定事業の事業
者へ特定事業計
画の作成要請

・特定事業計画に
基づく事業の
実施

R4.4～

特定事業の検討（Ｒ３：今年度）



出典：移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドラインの改訂について（国土交通省）
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特定事業について
・基本構想における生活関連施設、生活関連経路、特定車両等のバリアフリー化を具体化するための事業。
・基本構想で特定事業を定めた場合、その特定事業を実施するものには特定事業計画の作成とこれに基づく
事業実施の義務が課せられる。

▲特定事業の策定例

▲特定事業の策定例

３．策定スケジュールについて 32

出典：長崎市第2期バリアフリーマスタープラン・基本構想（素案）（画像編集）

出典：茅ヶ崎市バリアフリー基本構想

▲ 特定事業イメージ
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特定事業計画について
・特定事業計画は、基本構想策定後に各事業実施者が基本構想に示した特定事業を基に作成する。
下記の事項についてできる限り具体的かつ明確に記載する。

▲特定事業計画の策定

・実施する特定事業の種類
・特定事業の実施者
・特定事業の内容・実施する対象施設（対象地区）等
・特定事業の実施予定期間
・その他特定事業の実施に際し配慮すべき重要事項

３．策定スケジュールについて 33

出典：柏市バリアフリー道路特定事業計画



〈特定事業イメージ〉

（出典：移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドラインの改訂について（国土交通省））

3333
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特定事業

▲マスタープラン・基本構想のイメージ図

バリアフリー基本構想

バリアフリーマスタープラン

特定事業を基に作成
特定事業計画

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４～

事業の実施

特定事業計画


